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（1）令和 4 年 1 月 1 日

新
し
い
年
の
初
め
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
を
ど
れ
だ
け
発
展
さ
せ
ら
れ

る
か
を
重
視
、
改
め
て
覚
悟
を
し
っ
か
り
定
め
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
初
事
業
計
画
の
一
部

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
閉
塞
感
、

不
安
な
生
活
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
会
員
に
よ
る
事
故
件
数
は
依
然
と
し
て

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
生
活
も
、
深
刻
に
考
え
る
と
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
ま
す
の

で
、
悪
い
事
ば
か
り
が
延
々
と
続
く
こ
と
は
無
い
、
マ
イ
ナ
ス
経
験
が
あ
っ
て
こ

そ
我
慢
す
る
こ
と
を
知
り
、
他
人
に
対
し
寛
大
に
な
れ
る
、
い
ず
れ
こ
の
生
活
も

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
等
プ
ラ
ス
思
考
で
捉
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
、
中
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
会
員
の
拡
大
、
就

業
機
会
の
確
保
、
安
全
適
正
就
業
に
つ
い
て
、
一
年
半
の
理
事
長
経
験
で
感
じ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
ず
会
員
拡
大
、
就
業
確
保
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
「
一
会
員
一
新
規
会
員
紹
介
・
一
就
業
開
拓
」
の
推
奨
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
認
識
新
た
に
よ
り
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

ど
も
事
務
局
、
役
職
員
も
一
体
と
な
り
引
き
続
き
本
課
題
克
服
に
向
け
た
検
討
、

具
体
策
の
明
確
化
を
図
り
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
と
り
わ
け
セ
ン
タ
ー

の
存
在
・
役
割
を
一
人
で
も
多
く
の
安
曇
野
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
頂
く
よ
う
、

よ
り
積
極
的
な
広
報
活
動
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

安
全
就
業
・
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
自
己
責
任
、
勿
論
チ
ー
ム
や
班
の

間
で
率
直
に
リ
ス
ク
の
有
無
を
指
摘
し
合
う
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
事
故
防
止
に
対
す
る
強
い
意
識・決
意
を
も
っ
て
、

基
本
を
守
り
、
正
し
い
処
置
、
適
切
な
策
を
講
じ
れ
ば
多
く
の
事
故
が
防
げ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
健
康
で
安
全
に
仕
事
に
励
め
る
健
や
か
な
一
年
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
を
十
日
と
し
て
日
々
に
楽
し
む
べ
し
・
・
・
・
貝
原
益
軒
「
養
生
訓
」

同
じ
一
日
二
十
四
時
間
で
も
、
無
為
に
マ
ン
ネ
リ
に
過
ご
せ
ば
一
日
で
し
か

な
い
が
、
充
実
し
た
体
験
や
新
鮮
な
感
動
を
味
わ
っ
た
一
日
は
十
日
に
も
思
え

る
・
・
・
で
は
、
生
き
方
に
よ
り
一
年
が
十
年
に
思
え
る
か
も
。

1 月 10 日まで開催している国営アルプスあづみの公園のイルミネーション
　　　　　　　～会員の皆さまが取付作業を行いました～　（写真提供：国営アルプスあづみの公園管理センター）

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
田 

野 

尻 

　
正



令和 4年 1月 1日 シ ル バ ー 安 曇 野 第64号（2）

令
和
４
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
初
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
安
曇
野
市
政
の

推
進
に
対
し
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、関
係
の
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
、

ご
努
力
の
も
と
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
が
活
躍
さ
れ
、
高
齢
者
福
祉
の
増

進
と
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く

ご
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

行
し
、
労
働
力
不
足
が
叫
ば
れ
る
現

在
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
「
生

涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
地
域
の
生
活
に
密
着
し
、
高

齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長

年
、
様
々
な
分
野
で
地
域
の
発
展
に
尽

力
し
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
の
豊
富

な
経
験
・
知
識
・
技
能
は
、
安
曇
野
市

の
宝
で
あ
り
、
大
き
な
力
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
課
題
解
決

の
た
め
、
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
が

安
曇
野
に
誇
り
を
持
ち
、
本
当
に
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
住
ん
で
よ

か
っ
た 

ゆ
た
か
な
安
曇
野
」
の
実
現

を
最
大
の
目
標
に
、
今
後
も
高
齢
者
の

皆
様
の
活
動
と
活
躍
の
場
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
打
ち

克
ち
、
明
る
い
未
来
に
向
か
う
希
望
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長
　 

太
　
田
　
　
寛

理　

事　

長	

田
野
尻　
　
　

正

副
理
事
長	

飯　

沼　

常　

雄

専
務
理
事	

大　

向　

弘　

明

理　
　
　

事	

丸　

山　

知　

子

〃	

竹　

原　

徳　

治

〃	

日
下
部　
　
　

憲

〃	

那
須
野　

卯　

久

〃	

青　

柳　
　
　

等

〃	

田　

口　

一　

夫

〃	

矢　

花　
　
　

勝

〃	

山　

口　
　
　

登

〃	

小　

林　

和　

子

監　
　
　

事	

赤　

澤　

喜　

夫

〃	

織　

田　

洋　

二

事　

務　

局	

職　

員　

一　

同

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地域から信頼される地域から信頼される
シルバー人材センターを目指します。シルバー人材センターを目指します。
みんなで「事故ゼロ」をみんなで「事故ゼロ」を
目指します。目指します。



（3）令和 4 年 1 月 1 日 シ ル バ ー 安 曇 野 第64号

コ
ロ
ナ
禍
、
回
復
基
調
の
兆
し
と
な
る
か
？

コ
ロ
ナ
禍
、
回
復
基
調
の
兆
し
と
な
る
か
？

　　
  

契
約
額
は
前
年
度
を
約
１
．
５
％
上
回
る

契
約
額
は
前
年
度
を
約
１
．
５
％
上
回
る

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
契
約
額
の
実

績
は
、
３
億
７
２
７
０
万
円
で
、
対
前

年
度
比
１.

５
％
増
、
金
額
で
５
３
７

万
円
余
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
前
年
度
実
績
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
減
少
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
に
入
り
徐
々
に
持

ち
直
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

特
に
派
遣
事
業
で
は
、「
適
正
就
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
就
業
を
進

め
る
た
め
派
遣
へ
の
切
り
替
え
を
進
め

て
お
り
、
対
前
年
度
比
12
％
増
、
金
額

で
３
１
２
万
円
増
と
伸
び
て
い
ま
す
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
た
ま
ね
ぎ
直

売
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ
18
人
減
の

８
８
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
増
加
と
就

業
の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、一
層
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
30
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
６
月
に
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
そ
の
後
、
委
員
会
を
開
催

し
て
事
業
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。検

討
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
度
に
向
け
て
下
記
の
よ
う
な
事
業
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
詳
細
内
容
を

決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

記
念
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
れ
を

契
機
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
安
曇
野
市
民
に

親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
す
。

①
記
念
式
典
・
祝
賀
会

令
和
４
年
５
月
下
旬
に
定
時
総
会
と
同

時
開
催

②
記
念
植
樹

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
へ
記
念
樹

を
植
樹

③
サ
ン
ク
ス
イ
ベ
ン
ト

福
祉
施
設
等
へ
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

④
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
講
演
会
等
）

一
般
市
民
も
対
象
に
著
名
人
を
講
師
に

講
演
会
等
を
開
催

⑤
親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

互
助
会
と
合
同
開
催

⑥
記
念
誌
発
行

令
和
４
年
10
月
を
目
途
に
記
念
誌
を
発

行
、
会
員
等
に
配
布

令
和
３
年
度　

事
業
実
績
（
４
月
～
10
月
）

区　　分 令和 3年度
（10 月末）

令和 2年度
（10 月末） 増　減 対前年比

会	員	数 888 人 906 人 △	18 人 98.00%

請　

負

受注件数 3,144 件 3,119 件 25 件 100.80%
契約金額 34,418 万円 34,193 万円 225 万円 100.70%

内
訳

公共 6,169 万円 6,350 万円 △	181 万円 97.10%
民間事業所 20,968 万円 19,563 万円 1,405 万円 107.20%
一般家庭 7,281 万円 8,280 万円 △	999 万円 87.90%

派遣請求額 2,852 万円 2,540 万円 312 万円 112.30%
合計（請負＋派遣） 37,270 万円 36,733 万円 537 万円 101.50%

10 月までの事業実績

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
30
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　

概
要
を
決
定
！

会員の作業風景

国営アルプスあづみの公園
のイルミネーション（表紙
の写真）の取付作業

チューリップの球根植付作業

（写真提供：㈱ラセンス）



令和 4年 1月 1日 シ ル バ ー 安 曇 野 第64号（4）

安
全
就
業
だ
よ
り

私
は
今
年
、
シ
ル
バ
ー
歴
13
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
自
分
で
も
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
傷
害
事
故

を
お
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
ま
で
に
幾
度
と
な
く
や
っ

て
き
た
高
い
樹
木
の
頭
を
下
げ
る
仕
事

で
あ
り
ま
す
。

高
さ
は
12
尺
脚
立
で
届
く
高
さ
で

あ
っ
た
た
め
、
自
分
で
も
簡
単
に
考
え

て
し
ま
い
、
落
下
に
至
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
普
通
の
作
業
は
カ
ッ
ト
す
る
位

置
よ
り
も
下
の
枝
に
安
全
帯
を
掛
け
、

カ
ッ
ト
す
る
位
置
よ
り
も
上
の
枝
に

引
っ
張
る
ロ
ー
プ
を
掛
け
て
作
業
者
の

反
対
方
向
に
引
っ
張
っ
て
落
と
す
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
私
は
、
カ
ッ
ト
す
る
上
の
枝
に

つ
か
ま
っ
て
い
た
た
め
、そ
の
ま
ま
ロ
ー

プ
と
カ
ッ
ト
し
た
樹
木
と
一
緒
に
引
っ

張
ら
れ
落
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
事
故
か
ら
約
４
カ
月
の
長
い

間
、
医
療
の
先
生
を
始
め
、
家
族
・
知

人
な
ど
の
励
ま
し
を
頂
く
中
で
、
手
術

を
す
る
こ
と
を
決
め
、
無
事
、
前
の
自

分
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
時
で

も
、
身
の
回
り
の
確
認
を
今
ま
で
以
上

に
慎
重
に
行
い
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
故
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
中
止
と
し
ま
し
た
。

除
草
作
業
に
伴
う
飛
石
事
故
の
発
生

は
、
例
年
高
い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
生
場
所
は
、
駐
車
場
、
建
物
周
囲
、

空
き
地
、
住
宅
地
、
道
路
等
様
々
で
す
。

事
故
防
止
対
策
と
し
て
防
護
ネ
ッ
ト

の
使
用
は
知
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を

怠
っ
た
た
め
の
事
故
が
多
数
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
事
前
対
策
・
作
業
上
の
対

策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
事
前
の
現
地
確
認
の
徹
底

・
車
両
移
動
の
徹
底

・
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

・
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
の
使
用
禁
止

・
飛
散
防
護
ネ
ッ
ト

の
活
用

※
飛
散
防
護
ネ
ッ
ト
は
シ
ル
バ
ー
に
貸
出

し
用
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

８
月
31
日
午
前
中
に
長
野
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
よ
る
安

全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
堀
金
地
区
の
国
営

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
の
刈
払
機
に

よ
る
草
刈
り
作
業
現
場
の
就
業
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

県
シ
連
適
正
就
業
対
策
委
員
か
ら

「
作
業
中
に
会
員
同
士
の
間
隔
が
十
分

確
保
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
等
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。
指
摘
事
項
等
は
、
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
、
会
員
に
周
知
し
安
全
就
業
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今年も事故多発！　賠償事故急増（賠償額150万円超え）
4月～11月で11件の事故が発生（傷害事故5件、賠償事故6件）
　　・草刈作業による飛石事故が急増
　　　　　　　　　　（7月～ 10 月で 4件）
　　・事故原因と再発防止策を
　　　　　　　　　　　会員へ周知徹底！　　
　★刈払機の「ナイロンロープは飛び石が
　　発生しやすいため使用禁止」です。　 飛石による車両窓破損

傷
害
事
故
を
体
験
し
て

　

今
年
、
剪
定
作
業
中
の
傷
害
事
故
を

経
験
し
た
Ａ
さ
ん
に
体
験
談
を
投
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
故
は
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
発
生
す
る
！

飛
石
事
故
防
止
の
徹
底

安全パトロール実施

県シ連適正就業対策委員が
就業状況を確認

使用禁止

➡

➡
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11
月
26
日
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
に
お
い
て
料
理
研
究
家
と

し
て
著
名
な
横
山
タ
カ
子
先
生
を
講
師

と
し
て
、「
健
康
と
食
の
講
座
」
を
開

催
し
、
30
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

横
山
先
生
が
提
唱
す
る
「
長
寿
ご
は

ん
」
と
は
？
、
食
べ
て
健
康
に
な
る
一

汁
四
菜
の
上
質
な
食
事
な
ど
、
私
た
ち

の
学
ぶ
べ
き
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
与
え

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
皆
満
足
し
た
様

子
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
講
座
を

機
会
に
会
員
と
な
っ
て
就
業
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
拡
大
と
広
報
活
動

を
目
的
に
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
と
連
携
し
て
二
つ
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

10
月
19
日
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
に
お
い
て
「
女
性
の
た
め

の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
を
健
康
体
操
指

導
員
太
田
泰
史
先
生
を
講
師
に
23
名
が

受
講
し
ま
し
た
。
イ
ス
に
座
っ
て
実
際

に
健
康
運
動
を
覚
え
て
、
運
動
の
実
践

で
健
康
な
日
々
が
送
れ
る
か
ら
だ
づ
く

り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
会
員
の
皆
様
か
ら
30
点
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
シ
ル
バ
ー
で
、
審
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
最
優
秀
賞
一
点
と
優
秀
賞
二
点

を
選
考
さ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

「
女
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」と

「
健
康
と
食
の
講
座
」
を
開
催
！

★
携
帯
電
話
番
号
の
登
録
の
お
願
い
！

携
帯
電
話（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、ガ
ラ
ケ
ー
）の
シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）

を
利
用
し
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
緊
急
連
絡
・
業
務
連
絡
・
お
知
ら
せ
等
個
別
の
連
絡
等

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
信
に
は
料
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
に
携
帯
番
号
を
登
録
し
て
い
な
い
会
員
さ
ん
は
ぜ
ひ
番
号
を
お
申

し
出
い
た
だ
き
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

女性のためのストレッチ体操

「健康と食の講座」講演

令
和
３
年
度

「
安
全
・
適
正
就
業
標
語
」

入
選
作
品
の
紹
介

最
優
秀
賞宮島

正
忠
会
員
（
堀
金
地
区
）

小
林
和
子
会
員
（
豊
科
地
区
）

優
秀
賞平

原
朝
生
会
員
（
穂
高
地
区
）

無
理
と
無
茶

　
　  

慣
れ
と
油
断
に

　
　
　    

　
　 

潜
む
事
故

道
具
点
検
・
身
じ
た
く
よ
し

　
作
業
開
始
の
再
チ
ェ
ッ
ク

今
一
度

あ
な
た
の
回
り
を
確
か
め
て

　  

無
く
そ
う
　
潰
そ
う

　
　
　   

　 

　
危
険
の
芽

配分金には消費税が含まれています。

　会員の皆さんにお支払いしている配分金は、請負契約に基づいて働いた対価として支払わ
れるお金であり、この配分金には内税として消費税が含まれています。（派遣就業を除く）
　現行制度では、会員さん（個人事業主）には、消費税を納める義務がありますが、現状の
配分金（課税売上高）が年間 1,000 万円を超えないと「免税事業者」とされ、会員さんは、消
費税を納税する必要がありません。

ところが、 消費税に係る制度が変わります！ ～インボイス制度～

　令和５年 10 月１日以降「免税事業者」の取り扱いが変更になり、現行制度が段階的に廃止
されることから、配分金に係る消費税納入が必要となります。
　ただ現状では具体的な納税方法等が明確になっておらず、政府で検討段階にあります。
詳細が分かり次第お知らせしてまいります。

会
員
の
皆
さ
ま
へ

　
　

重
要
な
お
知
ら
せ
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会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
昨
年
と
毎
日
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
。
外
出
、
仕
事
、
家
庭
と
何
か
と

制
限
が
か
か
り
、
人
々
の
ス
ト
レ
ス

も
溜
ま
る
一
方
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
に
も
多
く
の
影
響
が
見
ら
れ
、

大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は
も
と
よ

り
、一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
忍
耐
で
、

秋
に
は
感
染
者
の
減
少
が
顕
著
に
み

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

新
た
な
変
異
株
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）

が
出
始
め
、
医
療
関
係
者
か
ら
は
第

六
波
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
自
が
体
調
管
理
を
万
全
と
し
、

安
全
作
業
で
怪
我
の
無
い
新
し
い
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

再
度
、
強
い
信
念
の
も
と
、
改
め

て
こ
こ
に
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
・
調
査
広
報
部
会

　
　
　

田
口　

一
夫
、
日
下
部　

憲

　
　
　

青
柳　
　

等
、
小
林　

和
子

　

      

丸
山　

知
子  

１
月
分
は
、
２
月
18
日
（
金
）

２
月
分
は
、
３
月
18
日
（
金
）

３
月
分
は
、
４
月
20
日
（
水
）

４
月
分
は
、
５
月
20
日
（
金
）

５
月
分
は
、
６
月
20
日
（
月
）

６
月
分
は
、
７
月
20
日
（
水
）

令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
11
月
ま
で

の
１
年
間
（
１
月
振
込
～
12
月
振
込
）
の
配

分
金
支
払
証
明
書
（
派
遣
会
員
に
は
源
泉
徴

収
票
）
を
１
月
中
旬
ま
で
に
ご
自
宅
に
郵
送

し
ま
す
。

所
得
税
法
上
、配
分
金
収
入
は
「
雑
所
得
」

に
、
派
遣
就
業
で
支
払
わ
れ
た
賃
金
は
「
給

与
所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、収
入
の
種
別
、

合
算
等
に
よ
り
個
々
に
異
な
る
た
め
、
申
告

の
際
に
税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
後
は
速
や
か
に
就
業
報
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

滝
澤　

實
雄
様　

令
和
３
年
８
月

竹
岡　

孝
子
様　

令
和
３
年
10
月

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

生
き
が
い
を
感
じ
て

三
郷
　
市 

川
　
き 

み

こ
の
4
月
か
ら

シ
ル
バ
ー
会
員
と

し
て
と
し
て
、
草

取
り
班
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

三
郷
地
区
内
の
文
化
公
園
、
三
郷
支

所
、
中
萱
駅
等
、
暑
い
季
節
は
大
変
で

し
た
が
、
先
輩
方
の
知
恵
を
頂
き
な
が

ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
の
中
に
は
郷
土
の
歴
史
に
詳
し

い
方
が
お
り
遺
跡
に
関
し
た
こ
と
、
城

跡
と
そ
の
時
代
の
流
れ
や
背
景
な
ど
を

教
え
て
頂
き
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
作
業
は
楽
し
く
、
ま
た
効
率
も
問

わ
れ
ま
し
た
が
、
実
に
楽
し
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
仲
間
と
の
会
話

を
通
じ
て
生
き
る
喜
び
を
感
じ
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
作
業
を
終
え
て
き
れ
い
に
さ
っ

ぱ
り
し
た
美
し
い
公
園
等
を
観
て
心
が

洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。
微
力
な
が
ら
何

か
の
役
に
た
て
た
の
か
な
と
感
じ
自
分

で
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
入

会
さ
れ
ま
す
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

心　

新　

た　

に
穂
高
　
北
代
　
京
子

10
年
前
、
主
人

の
退
職
を
機
に
山

好
き
の
私
た
ち

は
、
奈
良
か
ら
安
曇
野
へ
移
り
住
み
ま

し
た
。

現
在
、
夫
婦
で
シ
ル
バ
ー
の
一
員
と

し
て
り
ん
ご
作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
農
家
の
方
や
先
輩
方
に
色
々
教
え

て
頂
き
な
が
ら
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
５
月
主
人
が
心

筋
梗
塞
で
倒
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
面
会
も

ま
ま
な
ら
ず
大
変
心
細
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
幸
い
に
も
早
期
に
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
日
常
生
活
に
は
支
障

の
無
い
ほ
ど
に
ま
で
回
復
し
、
今
年
も

一
緒
に
働
く
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
微
力
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
私
な
り
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
　
会
　
員
　
の
　
声
　
●

編
集
後
記

配
分
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

就
業
報
告
書
の
提
出
は
早
め
に
！

配
分
金
及
び
派
遣
給
与
の
振
込
日

お
く
や
み


